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［要約］日本学術会議により2016年に提言された「これからの高校理科教育のあり方」を始点として，2030年代

の学習指導要領に実装可能な中等教育段階のカリキュラム案を，有志グループにて検討中である（JSPS-22H01071）．

具体的には高等学校理科４領域が相互に関連しながら現代社会に重要な影響を及ぼしていることに着目し，必修

理科科目を設定した場合，そこで扱われる概念，資質・能力，教材等を検討している．本稿はその中間報告にあ

たるが，現時点では，必修科目の必要性と問題解決や判断のための資質・能力の獲得，すなわち概念形成と体験

を重視したカリキュラム案が望ましいと予想している．当研究グループではさらなる検討を進め，その成果に基

づいて複数の次期カリキュラム案を具体的に提示する予定である． 

［キーワード］学習指導要領，中等教育，科目横断型，概念形成，資質・能力，教材，課題解決 

 

Ⅰ．はじめに 

本研究では現代社会における複雑な問題に対処す

る資質・能力を生徒が身につけるための高等学校理科

のカリキュラムとはどのようなものかを検討してい

る．初年度（2022年度）は次の 5分科会にて調査活動

を行った（縣ほか，2022）．①国際比較調査；STEAM

教育など海外の動向についての調査（山崎，加納ほか），

②歴史的調査；日本の理科総合（統合）科目の変遷と

評価（今井，亀田ほか），③教員視点調査；現職教員へ

の聞き取りやアンケート調査（小森ほか）；④教員養成

調査；教員養成系教官や学生への聞き取り調査（富田

ほか），⑤評価分析手法調査；カリキュラム案や実践結

果への評価手法の確立（長沼，海部ほか）．調査・研究

内容の詳細については縣ほか（2022），今井（2023）等

を参照いただきたい． 

分科会活動と並行して研究グループ内での議論の

きっかけとなるように，参加個人が理想とするカリキ

ュラム等について調査した．本稿ではこれらの意見の

分析結果を一部示し，カリキュラム案作成の際の参照

基準を検討する． 

 

Ⅱ．研究の方法と結果 

研究グループ内で2022年7-9月に，アンケート調査

を実施した．すべて記述式の回答（長文可）で以下に

その概要を示す． 

実施方法：Google Formへの回答 

回答者数：研究グループ30名中 17名（内訳：高校教

員6名，大学教員等11名） 

問1. 必修理科基礎科目で扱うべき（対処すべき）複雑

な現代社会の課題とは？ 

記述内容について専門用語自動抽出ツール

TermExtractでキーワード抽出を行ったところ，必修理

科科目が対象とする現代社会の課題として，次の7項

目が抽出された．①地球温暖化など気候変動，②生

物多様性と生態系，③エネルギー問題，④感染症，

⑤水質汚染，⑥科学技術と人間生活，⑦宇宙・地球・

生命・ヒトの理解． 

 

表１ 抽出された上位キーワードと各科目との関係 

 

複合語 スコア 物 化 生 地
1 気候変動 20.78 　 〇
2 生物多様性 14.69 　 〇
3 感染症 7.98 　 〇
4 自然災害 7.90 　 〇
5 科学技術 5.83 〇 〇
6 地球温暖化 5.71 　 〇
7 水質汚染 3.72 　 〇
8 気候変動対策 2.99 　 〇
9 生態系 2.99 〇
10 災害対策 2.51
11 感染症対策 2.51 〇
12 生態系破壊 2.33 〇
13 グローバル化 2.21
14 疑似科学 2.06
15 気候要因 2.06 〇
16 情報通信技術 2.00 〇
17 技術開発 2.00
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また，頻出度上位の抽出単語を扱っている科目を調

べたところ，表１のように物化生地いずれかに偏って

いないことが分かった．このため，各基礎科目2単位

から 3科目の選択履修（または「科学と人間生活」と

１基礎科目の選択履修）のみでは，現代社会の課題解

決に向けての資質・能力の育成には不十分と考えられ

る． 

問2. 必修理科基礎科目でその問題を課題解決型で扱

う上での工夫や問題点は？ 

 回答のうち主なものを要約して示す． 

・すべての現代社会の課題への対応力を育成するのは

不可能．自分で経験し判断するプロセスを主な社会課

題に対し２~３例学習するとよい． 

・「課題の理解，及び解決例の提示」をセットとする．

例示する解決方法の中に，4 科目で学ばせたい概念を

扱う．生徒には例示以外の解決案を考え出し，実社会

で実践・活用するところまでを評価対象とする． 

・知識や技能を網羅的に並べるのではなく，事例を取

り上げて課題解決のプロセスやスキルを学ぶ． 

・有効数字やエラーバーの理解，情報の正確さを疑う

懐疑的な思考パターンの修得，測定や観測・観察の基

礎的な体験とデータ処理の手法の経験とその応用な

どが必要． 

・基盤となる教科の知識「エネルギー」と 教科・科目

ごとのコンテンツを結びつける知識「系（system）」を

扱うとよい． 

・地球誌（史）・宇宙誌（史）・生命誌（史）の学習が，

国際的で現代的な問題解決のための基盤になるので

は． ほか多数 

これらの提案に基づきカリキュラム案を想定する

場合，大まかには次の4パターンが予想される． 

１．具体的な現代社会課題（例えば，地球温暖化や感

染症対策，または広く SDGs 解決など）を課題解決型

授業で扱う 

２．その解決を授業で検討することを主にはしないで，

解決のため必要になる資質・能力育成のための基礎・

基本を扱う 

３．上記の折衷案 

４．その他の可能性としてSTEAM教科として教科横

断型のカリキュラム 

研究グループ内での討論では１案や２案に収束さ

せるのは現実的には困難で，今後 3案が具体的に可能

かカリキュラム案を複数作成して検討する必要があ

ることが分かった． 

問3. 必修理科基礎科目でどんなコンテンツを扱うべ

きか？ 

記述内容について簡易的な計量テキスト分析を行

った結果，扱いたいコンテンツ（注：コンセプトの記

入が多かった）としては，現在の理科４分野（物化生

地）すべてと関わっていることが分かった（表２）．ま

た，現代社会の課題解決に直結しているコンテンツを

教材として想定しているメンバーが多いことが分か

った．これらのコンテンツ利用と概念形成や資質・能

力の育成との関係を今後さらに検討する必要がある． 

 

表２ 必修理科科目で扱いたい概念・内容 

 

 

問4. 必修理科基礎科目でどんなコンピテンシーを習

得させたいか？ 

 回答記述は多岐に分散しており，計量テキスト分析

に合わなかったものの，表３に示すような用語は頻度

が高かった．主な意見を以下に要約して示す． 

・課題を発見する力，情報を収集する力，多角的な見

方や考え方を認める力，論理的に考え最適解を見出す

力，日常生活と関連させて考える力． 

・疑問を認識し，新しい知識を獲得し，科学的な事象

を説明し，科学が関連する諸問題について証拠に基づ

いた結論を導き出すための科学的知識とその活用力 

・情報を取捨選択する力． 

・問題解決に向けて多角的にアプローチすることがで

きる能力． 

・知識や経験をつかった分析（批判，評価）能力 

・科学的な考え方に基づいてリスクに対応できるよう

になる． 

複合語 スコア 物理 化学 生物 地学
物質循環 6.64 〇 ◎ 〇 〇
エネルギー循環 4.68 ◎ 〇 〇 〇
系統性 4.68 〇 〇 ◎ 〇
共通性 4.68 〇 〇 〇 〇
多様性 4.68 〇 ◎ ◎ ◎
人間生活 4.56 ◎ ◎ ◎ ◎
自然法則 3.94 ◎ 〇 〇 〇
感染症 3.72 〇 ◎
病原体 3.72 〇 ◎
地球温暖化 2.49 〇 〇 ◎
自然生態系 2.22 ◎
生態系 2.21 ◎
恒常性 2.11 ◎
整合性 2.11
生活習慣 2.06
生活単元 2.06
栄養学 2.00 〇 ◎
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・「モデル」を使って考えることができるようになる． 

・新たな価値を創造する力， 責任ある行動を取る力， 

対立やジレンマに対処する力． 

・人間中心でない世界観，学ぶ意欲・方法，知的好奇

心，無知の知の理解． 

・課題発見・仮説・検証計画の立案・分析・評価する

スキル． 

・「問題発見力」「的確な予測」「革新性」「的確な決定」

「情報収集」「客観視」等． 

・日常生活の中で自助・共助に学びを活用・行動でき

る態度． ほか多岐にわたって多数の意見あり． 

 

表３ 出現した「コンピテンシー」関連キーワード 

 

 

以下，各問いに対して特に重要と思われる回答を要

約して示す． 

問5. 必修理科基礎科目で前述の内容を実現させるた

めの教授法やカリキュラム構成の工夫とは？ 

・アメリカの科学スタンダード（NGSS）で提案された

分野横断的概念（Crosscutting Concepts）を組み込んで

理科４領域を統合したカリキュラム案． 

・地学を基礎あるいは中心として，その他の３領域を

統合したカリキュラム案． 

・化学を中心（コア）とした統合カリキュラム案． 

・PBL（project based learning）や探究型の授業． 

・「自分ならどのように研究を進めるのか」を考える場

面を挿入した授業． 

・素朴概念を払拭させる実践． 

・疑問文から入っていくような授業． 

・経験からの気づき，派生過程からの探究スタート． 

・日常生活と結びつかなくても，知的好奇心を掻き立

てる事象（例：宇宙）を題材として探究活動を． 

問6.  高校必修理科基礎科目と中学校での履修内容

との接続について確認すべきことおよび課題

は？ 

・高等学校入学時の学力は学校毎に大きな差があり，

中学4年生を想定した内容の高校理科基礎科目を１種

類設定するのみでは不十分では． 

・地球誌（史）・宇宙誌（史）・生命誌（史）という観

点で，中学校までの学習を統合するとよい． 

・中学までで学習した個々の事象や知識，体験を結び

付けて体系化する． 

問7. その他，自由記述 

・STEAM の政策的導入目的や「教科」横断を無検討

のまま受け入れることはしない． 

・「科学と人間生活」の評価や理解は不可欠．その上で，

「科学と人間生活」のどこが不足事項であり，目指す

ものとの差分を可視化する必要がある． 

 

Ⅲ．考察 

 II で述べた調査は，あくまでも本研究メンバー（必

修理科科目の設置に関心を持つ研究者＋高校教員）の

各自の考えの可視化と共通点・検討すべき点等の抽出

を目的としており，個々の結果については一般化され

るものではないことに留意しなければならない．しか

し，ここで集められた情報はカリキュラム案作成にあ

たり参考になるものであった．今後は調査内容を精査

した上で，高等学校で理科を教える教員ほかに高校時

代に教科理科で必修としたい内容等の希望や，必修理

科科目設置への意見などを調査する必要がある．つま

り，今回の調査は本調査に向けてのプレ調査と位置付

けることが出来る．また，STEAM 的な教科再編成の

動きも注視していく必要がある．現時点では教科横断

を中心に考えるのではなく，まずは科目間の垣根を超

えたカリキュラム案を検討することとした． 

 その後の議論を経て，当グループにおける必修理科

基礎科目（図１）の目的を次のように定めた． 

〇「現代社会の課題解決」のために必要な理科分野

の素養を習得すること 

 また，目的を達成するための具体的なカリキュラム

のイメージとして次の5つのパターンを抽出した． 

１．「科学と人間生活」必修型 

現在は2単位（内容選択制）を4-6単位へ 

＊複数の高校教諭より「科学と人間生活」の必修化

を押す意見あり．より詳細な調査・評価が必要となっ

ている． 

複合語 スコア
日常生活 7.14
知的好奇心 4.16
人間中心 3.72
気候変動 3.46
科学技術 3.46
世界観 3.46
科学的知識 3.26
疑似科学 2.63
科学史 2.63
歴史科学 2.63
批判的思考力 2.43
社会人基礎力 2.25
総合的応用面 2.22
ニセ情報 2.21
問題発見力 2.18
文化的環境 2.15
生活内容 2.00
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２．「自然の探究と実践」型 

 「総合理科」（平成元年告示の学習指導要領の科目）

に近い内容で，探究の仕方や実践を学ぶ． 

３．基礎科目（2単位×４科目）の集約型 

 現在の物化生地各基礎科目を束ねて計 8 単位を 4-6

単位にまとめるパターン．ただし, 「理科 I（昭和53年

告示の学習指導要領の科目）」を詳細に分析・評価し，

教育現場に受け入れられ易い案を検討する． 

４．STEAM教科横断型 

 科目横断に留まらず，教科横断でカリキュラムを再

構築するパターン．次々回の改訂では導入の検討が必

要との意見もあった． 

５．2科目必修選択型（理科総合Ａ・Ｂ型） 

3 単位＋3 単位で分割しかつ両科目を必修とするパ

ターン．「理科総合A」（主に物理＋化学）＋「理科総

合B」（主に生物＋地学）のように分ける案のほか，主

に物理＋地学，主に化学＋生物で分けるパターン，ま

たは，科学と人間生活＋ビッグアイデア・ビッグヒス

トリーを扱う科目など多様な組み合わせがあり得る． 

 

図１ 必修理科基礎科目と既存の4単位科目との関係 

   縣ほか (2022)より引用 

 

 当研究グループでは当初，上記の経緯・理解に沿っ

て6つのカリキュラム原案が提示された．現在，エネ

ルギーを中心として 4 分野を統合する案（今井ほか，

2023）や「総合理科」をモデルにした案（都築ほか，

2023）を先行して作成中である． 

 

IV.まとめ 

 本研究グループでは，次期学習指導要領に実装可能

な高校理科カリキュラムを多角的に検討している．高

等学校理科4領域が，現在はほぼ独立して指導されて

いる一方，その内実は相互に関連しながら現代社会の

問題に密接に関連していることを重視し，科学教育の

意義・目的と現代社会における役割を再考し，生徒の

課題解決能力の育成を主眼とした総合的かつ基礎的

な必修理科科目を構想し，実践・評価することを目的

とする．有志による2022-25年度の研究であるが，本

稿では途中経過と課題整理内容等を提示した． 

具体的には，STEAM など海外の動向調査，日本の理

科カリキュラムの歴史的経緯の調査，現職教員と教員

養成大学等への聞き取り調査等の多角的な検討を行

った．今後は新カリキュラム案要素を親和図法等によ

り構造化し，複数モデルを構築することを目指してい

る．さらに，このモデルに沿って指導案，教科書，教

材等を作成し，モデルごとに授業実践を協力校等にて

行い，その統計分析等により評価分析を行いたい． 

 研究グループ内でアンケート調査を実施したとこ

ろ，教科理科が対象とする現代社会の課題として，次

の7項目が抽出された．地球温暖化など気候変動，生

物多様性と生態系，エネルギー問題，感染症，水質汚

染，科学技術と人間生活，宇宙・地球・生命・ヒトの

理解．さらにこれらの課題解決能力の育成においては，

物質とエネルギー，系統性・多様性・共通性等の理解

が扱うべき上位コンセプト（またはコンテンツ）とし

て挙げられ，物化生地4分野がほぼ等しく関わってい

ることが分かった．  

 カリキュラム案作成での留意点としては，「現代社

会の課題解決のために必要な理科分野の素養を習得

する」ことを目的とし，現代社会の課題の解決するた

めに基礎・基本となる諸概念の形成を中核に置きなが

ら，かつ，理科を学ぶことが好きになるようなカリキ

ュラム内容となるように配慮する必要がある． 
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今井ほか（2023）：エネルギー概念と系(System)選択の

視点を取り入れた高校理科基礎カリキュラムの開

発 －「エネルギーバーチャート」に焦点を合わせて

－，日本科学教育学会第47回年会論文集．（印刷中） 

都築ほか (2023)：高等学校の総合的な必修理科科目の

カリキュラムの試案～過去の「総合理科」をモデル

として，日本科学教育学会第 47回年会論文集．（印

刷中） 
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